
11当院におけるレグパラの使用経験―骨密度を増加させる可能性―

駒ヶ根共立クリニック平田聖文　園原由実子　五十川徳門

1日的

二次性副甲状腺棲能克進症に対するレグパラの

治療効果と安全性について検討する｡

2 方法

当院に通院中の慢性維持透析患者のうち､二次

性副甲状腺捷能冗進症を合併した7例に対し､レグ

パラを授与し.補正 Ca､P､iPTH.副甲状腺体積お

よび骨密度を測定した｡レグパラは25mg/日で開始

し､必要に応じて50mg/日まで増量した｡JSDTガイ

ドラインを目標に治療を行い､1年間観察した｡

3 患者背景

慢性維持透析患者:7例

年齢:66.0±9.6歳 透析歴:16.3±9.9年

性別:男性 5名 女性 2名

iPTH 289.4±133.5pg/nd

補正Ca 10.56±0.40mg/dI

P 6.27j=1.04TTlg/dJ

原疾患:慢性糸球体腎炎 6名

糖尿病性腎症 1名

4 結果

iPTHは､iPl¶は289.4±133.5pg/mlから4か月

後には 172.4±1∞.3pg/dに低下し､一部の症例で

iPTHが再上昇したものの､その後はiPTHを過度に

低下し過ぎることなく維持できた｡補正Caは 10.56

±0.40mg/dから4遇後9.9±0.6mg/dと速やかに低

下し.その後は過度に低下することなく経過した｡
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P も 6.27±1.04mg/dlから投与 4遇後 4.97±

0.99mg/dlと速やかに低下した(図1)｡
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(図1)

副甲状腺腫大についてはハツキリとした変化を

観察できなかった(図2)｡

副甲状腺過形成
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レグパラ投与前後で骨密度を測定できた3例は､

全例で骨密度が増加していた(図3)｡
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(図3)

消化器症状は4例が訴えたが､重篤ではなく､

全例でレグパラの服用を継続できた(図4)｡

有害事象

二
二

二
.

(図4)

5まとめ

レグパラ服用後､iPIT=ま289.4±133.5pg/rnlから

4か月後には 172.4±100.3pg/mlに低下し､一部症

例でiPTTlが再上昇したものの､その後はiPTHを過

度に低下し過ぎることなく維持できた｡補正 Caは

10.56±0.40rng/dから4遇後9.9±0.6mg/dと速や

かに低下し､その後は過度に低下することなく経過

した｡pも6.27±1.04mg/dlから投与4退役 4.97±

0.99mg/dfと速やかに低下した｡

副甲状腺腫大についてはハツキリとした変化を観

察できなかった｡

レグパラ投与前後で骨密度を測定できた3例は､

全例で骨密度が増加していた｡

消化器症状は 4例が訴えたが､全例でレグパラ

の服用を継続できた｡

6 結論

レグパラはP¶1やCaを過度に低下させる事なく

継続的に投与でき.骨密度を増加させる可能性が

ある｡
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